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2012年3月期
第２四半期 決算説明会

2011年11月8日

蛇の目ミシン工業株式会社
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2012年3月期 第２四半期 連結決算概要
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2012年3月期 第２四半期 連結決算の要点

１．円高や、生産拠点の現地通貨高による原価率上昇等で、
前期比減収減益

２．新興国市場向けミシン販売や、アジア市場向け産業機器
製品の販売は順調に推移

３．東日本大震災によるサプライチェーンの影響は想定を下
回る
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業績の概要①
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５９０
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営業利益の増減要因

11/3期 2Q

１,１１５ ５９０

12/3期 2Q

台数増加等
売上増に

よる
原価低減 経費節減

２１０ １０△１８０ １７０

台湾元高に
よる原価率

上昇

５２４百万円の減益

（百万円）

機種構成の
変化

△４４０

円高による
粗利減

△３００

※震災の影響額は売上高で約１５０百万円、営業利益で約６０百万円
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業績の概要②（3ヵ年比較）
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ミシン台数
（万台）

販売台数四半期推移
ロボット・エレクトロプレス台数
２４時間風呂台数（カッコ内）

（台）

53 52
50

4444

35

46

40
42

38

290

960

840

770

440

630

810

620
670

450

1,0401,130
1,540

1,800
1,2101.190

1,610
2,050

1,2901,350

0

10

20

30

40

50

60

10/3期
1Q

10/3期
2Q

10/3期
3Q

10/3期
4Q

11/3期
1Q

11/3期
2Q

11/3期
3Q

11/3期
4Q

12/3期
1Q

12/3期
2Q

0

200

400

600

800

1,000
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2Q累計（ミシン）：７５万台

国内：11（14.7％）
海外：64（85.3％）

2Q累計（ロボ・プレ）：７４０台

ロボット：550 プレス：190

(2,000)

ロボット・エレクトロプレス台数

2Q累計（ミシン）：８０万台

国内：11（13.7％）
海外：69（86.3％）

2Q累計（ミシン）：９４万台

国内：11（11.7％）
海外：83（88.3％）

2Q累計（ロボ・プレ）：１,４３０台

ロボット：1,090 プレス：340

2Q累計（ロボ・プレ）：１,８００台

ロボット：1,440  プレス：360

2Q累計（24風呂）：２,６４０台

2Q累計（24風呂）：２,４００台 2Q累計（24風呂）：２,１７０台



8

セグメント別概要 【家庭用機器事業】

【海外ミシン販売】

積極的な販売展開で、新興国市場を中心に販売台数増加
（ロシア/CIS前期比約4万台増、中東・アジア約8万台増）

円高の中、海外ミシンの売上高はほぼ前年並みを維持

【国内ミシン販売】

国内市場は震災以降、消費者の節約意識の高まりが影響
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セグメント別売上高・営業利益【家庭用機器】
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セグメント別概要 【産業機器事業】

卓上ロボット、エレクトロプレス販売は、中国や韓国等の
アジア市場を中心に好調に推移

ダイカスト事業は、主に震災後の自動車関連を始めとする
国内企業の生産調整等の影響で、前期比減収減益
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セグメント別売上高・営業利益【産業機器】
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損益分岐点売上高
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貸借対照表（連結）

△８５２４,３９０５,２４２その他

純資産の部
－１１,３７２１１,３７２資本金

負債の部
３０５１７,２４２１６,９３７流動負債

△６３５１７,４０１１８,０３６固定負債

△３３０３４,６４３３４,９７３負債合計

４０１△２,０９８△２,４９９利益剰余金・自己株式

△７８１４８,３０９４９,０９０資産合計

△４５１１３,６６５１４,１１６純資産合計

△４４８２９,２５６２９,７０４固定資産

４９,０９０

１９,３８５

前期末

△７８１４８,３０９負債・純資産合計

△３３２１９,０５３流動資産
資産の部

増減当期第２四半期末

（百万円）
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キャッシュフロー（連結）
（百万円）

△ １,０９７△ ２３５売上債権の増減
４５８４４５減価償却費

△ ７１８△ ６８３たな卸資産の増減
７１７５４９仕入債務の増減

△ ４８△ ４４その他

財務活動によるキャッシュフロー
△ ２６６△ ３,０３３有利子負債の増減

投資活動によるキャッシュフロー
６５１７６有形固定資産の売却

△ ５０１△ ４５２その他

△ ４３６△ ２７５投資活動によるキャッシュフロー

△ ２１９３２営業活動によるキャッシュフロー

△ ３１５△ ３,０７８財務活動によるキャッシュフロー

△ ２２△ １５その他

４,３０７

８７１

11年3月期第2四半期

５,８６０現金及び現金同等物の四半期末残高

６３８税金等調整前当期純利益
営業活動によるキャッシュフロー

12年3月期第2四半期

◇営業活動によるCFは売上債権の増加及びたな卸資産の増加、仕入債務の増加等資金増減により21百万円のマイナス
◇投資活動によるCFは金型等の取得、ＩＴソフトウェア購入等により436百万円のマイナス
◇財務活動によるCFは短期借入金増加、長期借入金の返済等により315百万円のマイナス
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財務計数（連結）

１.８２.０１.８１.９(月）たな卸資産回転期間

１２.５※ １０.７１１.７７.３（％）ROE(自己資本経常利益率）

３.８※ ２.９３.２１.９（％）ROA(総資本経常利益率）

３０.４２７.３２７.７２５.９（％）自己資本比率

１４,４００１３,２０３１３,６０２１３,０６０(百万円）自己資本

５.４-６.５７.１(倍）ｲﾝﾀﾚｽﾄｶﾊﾞﾚｯｼﾞﾚｼｵ

５.６※ ７.２６.５７.８(年）債務償還年数

１.１１.４１.４１.６(倍）D/Eレシオ

１６,６００１８,７１６１９,１５９２１,０７３(百万円）有利子負債

12/3期
中計

11/9月11/3期10/3期

※債務償還年数、ROA、ROEは2Ｑ実績を年換算

◇東日本大震災の影響を踏まえ、手元資金を厚めに確保すると共に、たな卸資産を積み増した
ことから、財務計数は計画値を下回る

◇自己資本は純利益の計上、円高による海外子会社株式為替換算損（「為替換算調整勘定」）の
増加等により399百万円のマイナス
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2012年3月期 通期業績見込み
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△５.７１

△３４９

１.３P減

△４９２

１.５P減

△５６５

△５９４

増減
（前期比）

８０.００

４５０

３.１％

１,１００

４.４％

１,５５０

３５,５００

12年3月期
見込み

７９９当期純利益

４.４％経常利益率

１,５９２経常利益

５.９％営業利益率

２,１１５営業利益

８５.７１
為替レート
（円/US$）

３６,０９４売上高

11年3月期
実績

（百万円）

通期業績見込み（連結）

※今期見込みについては、為替が先行き不透明、米国を始め、欧州の財政状況混迷による
景気回復の減速傾向等を勘案し、当初の見込みを据え置いている。
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【家庭用機器事業①】

【海外ミシン販売】

当社のトップフラッグ機種「Memory Craft12000」を発売開始

（本年10月1日）
クリスマスシーズン最盛期を迎え、主に北米、大洋州、欧州市場
で、売上最大化を図る 【今期販売計画：５,０００台】
また、展示会等への出展や宣伝広告等、積極的な販売促進の
打ち出しで販売を拡大

統括事務所を開設した南米地域において販売を強化

（チリ・ブラジル・アルゼンチン等）
特にブラジルではワールドカップ開催に向け、経済環境も上向く
中、市場の活性化を図る
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【家庭用機器事業②】

【海外ミシン販売】

USHA社との長期業務提携に基づくインドを含むアジア地域等

引き続き、新興国市場で売上を拡大

【国内ミシン販売】

国内市場は、製品ラインアップの再構築や、手芸量販店等の
販売チャネルの強化で拡販を図る
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【産業機器事業】

上海現地拠点を活用、中国国内におけるサービスの強化と
販売を拡大
【今期販売計画：１,０００台】（ロボット、エレクトロプレス）

廉価版卓上ロボットの市場投入（本年12月1日出荷開始予定）等、

製品ラインアップの拡充で競争力を強化
【今期販売計画：１,０００台】

拡大する高度精細な技術を要する分野（スマートフォン、ＩＴ機器、
家電商品 他）での販売拡大



21

【生産・研究開発部門】

【原価低減による価格競争力の強化】
調達部品コストの削減

東京工場での海外部品調達率引き上げ

ジャノメタイランドでの来期生産台数120万台体制の構築

研究開発部門の強化と開発スピードアップ

基礎研究開発の充実
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本日は誠にありがとうございました。

本資料で記述されている計画・予測等は、当社が現時点で入手可能な情報から得られた判断に
基づいておりますが、潜在的なリスクや不確実性を含んでおります。
そのため、実際の業績は、様々な要因により記述されている計画・予測等とは、大きく異なる
結果となる可能性があることをご承知おきください。
なお、実際の業績に影響を与え得る重要な要因には、当社の事業を取り巻く経済環境、市場動向、
為替レートの変動等が含まれます。

蛇の目ミシン工業株式会社


